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免責事項
本免責事項の適用上、次のとおり定義します。

- 会社  (本免責事項では「当社」と表記します)  とは、Vitextra SIA (Matīsa iela 61-25, Rīga, LV-1009, Latvia) を指しま
す。

- 本ドキュメントとは、ナレッジベースの記事を指します。
- お客様とは、本ドキュメントにアクセスする個人、または該当する場合は、その個人が本ドキュメントにアクセ

スまたは使用する際に代理となっている会社その他の法人を指します。
- 本 Web サイトとは、https://vitextra.com からアクセスできる Vitextra を指します。

免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、一般的な情報提供のみを目的としています。

当社は、本ドキュメントの内容における誤りや脱漏について、一切責任を負いません。

いかなる場合も、契約上の訴訟、過失、その他の不法行為上の訴訟であるかを問わず、本ドキュメントの内容の使

用に起因または関連して生じる、特別損害、直接損害、間接損害、結果的損害、付随的損害、またはその他一切の

損害について、当社は責任を負いません。当社は、事前の通知なく、いつでも本ドキュメントの内容に追加、削

除、または変更を行う権利を留保します。

誤りおよび脱漏に関する免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、関心のある事項に関する一般的な指針を示すことのみを目的としていま

す。そのため、本ドキュメントの内容を最新かつ正確に保つために当社があらゆる予防措置を講じている場合で

も、誤りが生じる可能性があります。また、法律、規則、規制は変化するため、本ドキュメントに記載されている

情報に遅れ、脱漏、または不正確な点が含まれる場合があります。

当社は、誤りや脱漏、またはこの情報の使用によって得られた結果について、責任を負いません。

フェアユースに関する免責事項

当社は、著作権者から明示的な許可を得ていない著作物を使用する場合があります。当社は、批評、論評、ニュー

ス報道、教育、学術研究、または調査の目的で、そのような資料を提供しています。

当社は、これが、米国著作権法第  107  条に規定されている、当該著作物の「フェアユース」にあたると考えていま
す。

お客様が、フェアユースの範囲を超えて、ご自身の目的で本ドキュメントの著作物を使用することを希望される場

合は、著作権者から許可を得る必要があります。

「自己責任での使用」に関する免責事項

本ドキュメントのすべての情報は、完全性、正確性、適時性、またはこの情報の使用によって得られる結果につい

て何ら保証することなく、また、性能、商品性、特定目的への適合性に関する保証を含むがこれらに限定されな

い、明示または黙示を問わずいかなる種類の保証もなく、「現状のまま」提供されます。

当社は、本ドキュメントに記載されている情報に依拠して行われた判断や措置、または結果的損害、特別損害、も

しくはこれらに類する損害について、たとえそのような損害の可能性について知らされていた場合でも、お客様ま

たはその他の者に対して責任を負いません。

お問い合わせ

本免責事項についてご不明な点がある場合は、メール (support@vitextra.com) でお問い合わせください。
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Smart Search と SharePoint 組み込みの検索の違い

概要

SharePoint  Online  のすべてのサイトには、すでに検索機能があります。ページ上
部の検索ボックスから、組み込みの  Microsoft  Search  の結果ページに移動できま
す。では、なぜ検索 Web パーツを追加する必要があるのでしょうか。

この記事では、組み込みの検索と Vitextra Smart Search を並べて比較します。どち
らも同じ  Microsoft  365  のコンテンツを検索し、同じアクセス許可を尊重します。
違いは、検索がどこに表示されるか、誰が設定できるか、そしてエクスペリエンス

をどこまでカスタマイズできるかにあります。この比較は、組み込みの検索で十

分な場合、Smart  Search  のほうが適している場合、そして両方を併用する方法を
判断するのに役立ちます。

メモ

Microsoft  は組み込みの検索エクスペリエンスを定期的に更新しています。この
比較は、2026  年時点の  Microsoft  のドキュメントに記載されている機能に基づ
いています。最新の詳細については、Microsoft  の最新のドキュメントを確認し
てください。

Markdig.Syntax.ThematicBreakBlock

組み込みの検索の概要

SharePoint  Online  の組み込みの検索エクスペリエンスは、Microsoft  Search  の一部
です。主な構成要素は次のとおりです。

- ヘッダーの検索ボックス  — SharePoint、OneDrive、その他の  Microsoft  365  アプ
リのヘッダーにあります。結果は専用の検索結果ページに表示されます。

- バーティカル  — 結果ページのタブで、すべて、ファイル、ユーザーなどがありま
す。管理者は、既定のバーティカルの名前を変更したり無効にしたりでき、組織

レベルまたは特定のサイトに対して、KQL  クエリを使用したカスタム  バーティ
カルを作成できます。

- フィルター  —  既定のフィルターに加え、絞り込み可能なマネージド  プロパティ
(テキストおよび日付のプロパティ) に基づくカスタム フィルターを、バーティカ
ルごとに構成できます。

- 結果のレイアウト  — カスタム  バーティカルには独自の結果レイアウトを設定で
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き、Adaptive Cards に基づく検索レイアウト デザイナーで設計します。
- 回答 — 管理者が公開するブックマーク、Q&A、略語です。結果の先頭に信頼でき
る回答を表示します。

これらの設定は、管理者が  Microsoft  365  管理センターで管理するか、サイト所有
者がサイトの Microsoft Search 設定で管理し、組織全体またはサイト全体に適用さ
れます。

Markdig.Syntax.ThematicBreakBlock

Smart Search の概要
Smart Search は  Web パーツです。サイト全体で  1 つの検索結果ページを使用する
代わりに、検索ボックス、タブ、フィルター、結果といった完全な検索エクスペリ

エンスを、任意のモダン  ページの任意のセクションと列、および  Microsoft  Teams
に配置します。各 Web パーツには独自の設定があり、ページの編集者が Web パー
ツのプロパティ  ウィンドウで変更できます。管理ツールやコードは必要ありませ
ん。
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Smart Search と SharePoint 組み込みの検索の違い

通常の SharePoint ページ上のブロックとして表示された Smart Search

Markdig.Syntax.ThematicBreakBlock

比較表

SharePoint 組み込みの検
索

Vitextra Smart Search

検索が表示される場所
ヘッダーの検索ボックス

と専用の結果ページ

任意のモダン ページの任
意のセクション、フル

ページ アプリ、Teams の
チャネル タブまたは個人
用アプリ

設定を行う担当者

Microsoft 365 または
SharePoint の管理者 (組
織レベル)、サイト所有者

ページの編集者 (Web
パーツのプロパティ ウィ
ンドウで設定)
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SharePoint 組み込みの検
索

Vitextra Smart Search

(サイト レベル)

構成の適用範囲
組織全体またはサイト全

体

1 つの Web パーツ。1 つ
のページ上の複数の Web
パーツに、それぞれ異な

る設定を指定可能

検索範囲

検索のコンテキスト (組
織またはサイト) によっ
て決まる

テナント、現在のサイト

コレクション、または現

在のサイト (Web パーツ
ごとに指定)

タブ

バーティカル。KQL クエ
リを使用したカスタム

バーティカル。バーティ

カルの並べ替えはサポー

トされていない

Meeting Recording、
Popular、News を含む 10
種類の定義済みソース。

タブの名前変更、非表

示、並べ替えが可能

フィルター

既定のフィルターに加

え、絞り込み可能なマ

ネージド プロパティに基
づくカスタム フィルター

定義済みのリファイナー

(ファイルの種類、作成
者、更新日、タグなど)
に加え、絞り込み可能な

任意のマネージド プロパ
ティ。日付リファイナー

はクイック期間とカスタ

ム範囲に対応。順序と表

示名を構成可能

結果のレイアウト

既定のバーティカルは固

定レイアウト。カスタム

バーティカルは Adaptive
Card レイアウト

オン/オフを切り替えられ
る 10 個の要素 (パス、概
要、タグ、サムネイル、

ファイル サイズ、閲覧数
など) と概要の長さ。レ
イアウト用のコードは不
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SharePoint 組み込みの検
索

Vitextra Smart Search

要

結果に対するアクション アイテムを開く

開くに加え、ページから

移動せずにダイアログで

プレビュー、再生、ダウ

ンロードが可能

利用状況の分析 —

各結果の閲覧数と、日別

の閲覧数および一意の閲

覧者数を示す 7 日間のグ
ラフ

共有可能な状態
アドレスにクエリが含ま

れる

アドレスにクエリ、タ

ブ、ページ番号が含まれ

る (?q=…&source=…
&p=…)

ブランド Microsoft 365 の外観

サイトとセクションの

テーマ、および

SharePoint Brand Center
のフォントに従う

回答 (ブックマーク、
Q&A、略語)

あり なし

外部コンテンツ (Copilot
コネクタ)

あり (コネクタとカスタ
ム バーティカルを使用)

なし。SharePoint と
OneDrive のコンテンツの
み

コスト Microsoft 365 に含まれる 無料試用版のある別製品
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組み込みの検索と Smart Search での同じクエリ

Markdig.Syntax.ThematicBreakBlock

組み込みの検索で十分な場合

組み込みの検索が適しているのは、次のような場合です。

- ユーザーが主にヘッダーのボックスから組織全体を検索する。
- 既定のバーティカルとフィルターで、探したい内容をカバーできる。
- 回答  (ブックマーク、Q&A、略語)  や、Copilot  コネクタを介した外部システムか
らの結果が必要である。

- 検索を管理者が一元的に管理しており、ページごとの違いが必要ない。
Markdig.Syntax.ThematicBreakBlock

Smart Search のほうが適している場合
検索をページ自体の一部にする必要がある場合や、ページの所有者が管理者権限

なしで制御したい場合は、Smart Search のほうが適しています。

- 通常のページ上の検索ブロック  — プロジェクト  サイトの  Project  documents、人
事ページの  Latest  policies、チーム  ページの  Meeting recordings  など。それぞれが
独自のソース、範囲、レイアウトを持ち、他の  Web  パーツと並べて配置できま
す。

- カスタマイズされた検索センター  —  組織の用語で名前を付けたタブ、必要な
ソースのみ、クイック期間付きの日付フィルター、ページに合わせた結果レイア

ウト。

- その場での結果の操作  —  新しいブラウザー  タブを開かずに、ダイアログでド
キュメントをプレビューしたり、ビデオや会議の録画を再生したりできます。

- 利用状況の把握 — 各結果の閲覧数と 7 日間の閲覧グラフ。
- Microsoft  Teams での検索  — 同じ検索をチャネル タブまたは個人用アプリとして
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利用できます。

- 定義済みの検索  —  特定のタブで特定のクエリを開くリンク。ナビゲーション、
ニュース、メールで使用できます。

Markdig.Syntax.ThematicBreakBlock

併用する

この 2 つは排他的なものではありません。一般的な構成は次の 2 つです。

- ヘッダーには組み込みの検索を残し、ページに  Smart  Search  ブロックを追加す
る。  ユーザーは使い慣れたグローバル検索を引き続き利用でき、ページには目
的に特化した構成済みの検索ブロックが加わります。

- ヘッダーからの検索を Smart Search ページに送る。 Smart Search のアプリ ペー
ジを、サイトの Results page URL (結果ページの URL) に設定します。ヘッダーに
入力したクエリが q パラメーターでページに渡され、Smart Search がタブ、フィ
ルター、レイアウトを適用して結果を表示します。

ヒント

Smart  Search  ページを作成してサイトの検索結果ページにする方法について
は、KB10223. Smart Search で検索アプリ  ページを作成する方法を参照してくだ
さい。他の  Web  パーツを含む通常のページについては、KB10058. Smart  Search
でカスタム検索結果ページを作成するを参照してください。

Markdig.Syntax.ThematicBreakBlock

知っておくと便利なこと

警告

Smart  Search  は、検索インデックスやランキングを置き換えるものではありま
せん。標準の  SharePoint 検索インデックスと  SharePoint 検索  API を使用するた
め、SharePoint  検索で見つけられるものと同じコンテンツが見つかります。そ
れ以上でも、それ以下でもありません。結果の順序は、独自のパーソナライズ

を使用する組み込みの Microsoft Search ページとは異なる場合があります。

- Smart  Search  に表示されるのは、SharePoint  と  OneDrive  のコンテンツのみで
す。回答と  Copilot  コネクタからの外部コンテンツは、組み込みの検索で引き続
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き利用します。

- タブは  10 種類の組み込みソースに基づいています。独自の  KQL クエリを使用し
た新しいタブの作成は、Web パーツの設定では利用できません。

- ユーザーの結果は検索インデックス内のユーザー  プロファイルから取得されま
す。フル機能の社員ディレクトリが必要な場合は、専用のディレクトリ  Web
パーツの利用を検討してください。

ヒント

Smart  Search  のすべての機能の概要については、KB10222.  Smart  Search:  ソ
リューションの概要を参照してください。Web  パーツの展開については、
KB10035. クラウドベースの製品のインストールを参照してください。

KB10226 ページ 11 / 11

https://vitextra.com/ja/support/kb/10222
https://vitextra.com/ja/support/kb/10222
https://vitextra.com/ja/support/kb/10222
https://vitextra.com/ja/support/kb/10035
https://vitextra.com/ja/support/kb/10035
https://vitextra.com/ja/support/kb/10226

